様式1-2















改革先導拠点ごとの具体的計画


※改革先導拠点ごとに作成してください。（つまり、最大で４拠点分作成すること。１拠点で複数類型に関して取り組む場合にも、拠点ごとに作成すること。）





対象校：（類型：１・２・３）

[bookmark: _Hlk221267073]【申請書提出時点の基礎情報】
①学科・コース等の構成、学年別生徒数及び学級数（令和８年５月１日現在）
※申請年度の生徒数の整理が困難な場合には、令和７年度時点の生徒数を記載願います。
※教育改革の取組を主として実施する学科等は「取組」欄に◎を記載してください。左記の学科等と一部でも協働・連携して教育改革の取組を実施する学科等は〇を記載してください。（◎または〇の記載は、様式1-1、２（２）改革先導拠点の構成等に記載する学科名と一致するようにしてください。）
※必要に応じて行を追加してください。
	学科等
※専門学科については（）内で大学科を記載すること。
	取組
	第１学年
	第２学年
	第３学年
	その他
	計

	
	
	生徒数
	学級数
	生徒数
	学級数
	生徒数
	学級数
	生徒数
	学級数
	生徒数
	学級数

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



②学校をとりまく環境と入学志願状況
※直近３～５年の入試志願倍率の推移、定員充足率（定員割れの有無）、中途退学率等の学校をとりまく環境と入学志願状況を記載してください。
	







③進路等に関する状況
※卒業後の進路内訳（就職率・進学率）、県内就職率（地元定着率）、資格取得実績等、現状の生徒をどこへ送り出しているのかがわかるようなデータを記載してください。
	






④これまでの国の委託・補助事業等に関する状況
※マイスター・ハイスクール（次世代地域産業人材育成刷新事業）、新時代に対応した高等学校改革推進事業、各学校・課程・学科の垣根を超える高等学校改革推進事業、WWL（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業等による取組を実施してきた学校については、指定期間と目的・取組の概要を簡潔に記載すること。（過去５年程度の期間で記載すること）
	



ターゲット：
	



（１）事業計画期間内の具体的な取組内容
　・設定した課題に対して、どのような教育改革、指導体制構築、設備導入等を行うのか記載してください。
　・本補助金を活用する取組を行う場合には、その取組内容を本欄に盛り込んでください。
　・本事業で新たに挑戦する「実験的な取組」があれば強調してください。
　・１つの拠点において複数の類型を設定する場合には、どの類型に係る取組であるのかがわかるように記載してください。複数類型に共通した取組である場合には「共通」と記載してください。
※取組の一環として留学支援を含むグローバル人材育成支援（本拠点において他の予算も活用して取り組む場合も含む）などに取り組む場合には、以下の「グローバル人材育成含む」にチェックを入れた上で、具体的な取組内容を盛り込んでください（加点要素ではありませんが、事務局による確認のために用います）。
【事務局確認用】グローバル人材育成含む　☐　


※ワードボックスへの記載は３ページ以内に収めてください。ただし、複数の類型に係る取組を行う場合には類型一つにつき１ページまで増やすことが可能です。（例：３つの類型全ての取組を行う場合、５ページ以内の記載としてください。）
	


（２）改革先導拠点ごとの改革目標
・設定した課題に対して、改革先導拠点ごとに事業計画期間終了時点の「あるべき姿」を念頭に改革目標を設定し、それを測る指標（定量的な目標及び定性的な目標）を設定してください。
・なお、以上の課題や指標については、グランドデザインとの整合を図るようにしてください。また、今後策定予定の高等学校教育改革実行計画の内容も見据えたものとするよう努めてください。
・改革目標や指標については、改革先導拠点の取組に関するものに加えて、他校への普及に関するものも設けてください。
※１つの拠点において複数の類型に関する取組を行う場合には、類型ごとに指標を設定してください。
※「区分」欄には、どの類型に係る改革目標であるかもあわせて記載してください。
※短期目標欄には、事業計画期間終了時点の目標値を記載してください。
※中期目標欄には、事業終了後３年程度経過した後の目標値を記載してください。（改革先導拠点としての教育改革を実施した後に受け入れた生徒の成果や進路を念頭に目標値を設定）
※適宜行を追加して記載してください。

拠点　（）における改革目標
	区分
（類型）
	指標名
	現状値
	短期目標
	中期目標


	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



（３）教師の資質・能力向上と持続可能な執務環境の構築
　・整備した施設・設備等や新カリキュラムを最大限に活用し、かつ持続可能な形で運用するため、教師の授業改善等の資質・能力向上方策と業務負担軽減の方策について記載してください。

＜教師の資質・能力向上方策＞
	











＜業務負担軽減方策＞
	











（４）プロジェクトチームの具体的な役割
・本事業の実施・進捗管理を行うプロジェクトチームの構成員について、具体的に役割分担を記載してください。
　　※適宜行を追加して記載してください。
	役割
	氏名・所属
	具体的な担当業務

	
	
	

	
	
	

	
	
	



[bookmark: _Hlk220576396]（５）スクール・ポリシー等に基づく学校運営・教育活動の具体化、改善・公表等                                                                                            
　・グランドデザイン２（１）を踏まえ、校長のリーダーシップの下、スクール・ミッションやスクール・ポリシーに基づく学校運営や教育活動の具体化を図り、学校評価等の活用によるPDCAサイクルを徹底する方策（その際、生徒の学びの成果（学びの定着度合いを含む）や課題の把握と教育活動の改善への反映、公表の仕組みの構築が必要）について記載してください。また、学校選択や生徒・保護者の学校理解に資する情報公開の促進を図り、高校教育の質の向上を確保する仕組みについて記載してください。あわせて、学校におけるＤＸの推進、コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）等の仕組みの活用についても記載してください。
	










（６）企業・大学等との連携・協働
・本事業の実施に際して何らかの連携・協働協定を結ぶ（又は結んでいる）場合には、協定名、企業・大学等名、内容の概要、契約時期について記載してください。
・連携・協働協定等によらない協議体を設置する場合であっても、同様に、その概要について記載してください。
※大学等との連携として、大学への進学に関連する取組を検討している場合には、その内容を「内容の概要」欄に明記してください。
	【連携・協働協定等の名称】

【企業・大学等名】

【内容の概要】

【契約時期】




（７）取組・成果の他校への普及
　・改革先導拠点の取組内容・成果や整備した設備等を、どのように域内他校へ普及させるか記載してください。
	










（８）地域連携・協働による学力向上・学習支援
　・放課後等を活用し、どの主体と連携・協働して、どのような学力向上・学習支援を行うか記載してください。
　　※改革先導拠点のうち少なくとも１校について取組を記載願います。
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